
港湾事業の事後評価項目調書

事業名（箇所名） 多目的国際ターミナル整備事業（境港 外港地区）

実 施 箇 所 鳥取県境港市

該 当 基 準 供用後一定期間（5年以内）が経過した事業

主 な 事 業 の 諸 元 岸壁（水深14m）、ふ頭用地（6.0ha）、荷役機械（1基）

事 業 期 間 事業採択 平成7年度 完了 平成15年度

総 事 業 費 ( 億 円 ) 採択時 82億円 完了時 82億円

目 的 ・ 必 要 性 境港における輸送形態の変化（コンテナ化等）及び取扱貨物量の増加により、係
留施設数、水深及び用地等の能力不足が生じていることから、外貿コンテナ輸送
の拡大に対応した港湾施設の整備により、輸送コストの削減を図るとともに地域
経済や地元産業の発展に寄与する。

費用対効果分析の算 取扱貨物量
定基礎となった要因 計画時 187千トン/年 → H19実績 151千トン/年
の変化

事 業 全 体 の 基準年度 平成21年度

投 資 効 率 性 B：総便益(億円) 185 Ｃ：総費用(億円) 128 Ｂ／Ｃ 1.4

Ｂ－Ｃ 57 EIRR(%) 6.6

事業の効果の発現状 多目的国際ターミナルの整備により、境港における貨物取扱能力が増強され貨物
況 の取扱いが効率化するとともに、コンテナ貨物等の輸送コスト削減、陸上輸送距

離短縮に伴う自動車排出ガス(CO2、NOX)削減など、十分な事業効果を発現して
いる。

事業実施による環境 特になし
の変化

社会情勢等の変化 H16.10 江島大橋開通
H18.10,11 対北朝鮮の経済制裁措置発動

今後の事業評価の必 本事業は十分な事業効果を発現しており、今後も境港のコンテナ貨物等を取り扱
要性 う拠点施設として利用が見込まれることから、改めて事後評価を実施する必要は

ない。

改善措置の必要性 事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、改善措置の必要はな
い。

同種事業の計画・調 特になし
査のあり方や事業評
価手法の見直しの必
要性

対応方針（原案） 対応なし

対 応 方 針 理 由 事業に伴う整備効果の発現が見られるため。

そ の 他 特になし
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平成平成２２２２年年２２月月

国土交通省国土交通省 中国地方整備局中国地方整備局

境港境港外港外港地区地区
多目的国際ターミナル多目的国際ターミナル整備事業整備事業 事後評価事後評価
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島根県

鳥取県

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業１１．．事業位置事業位置

事業位置
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出典：港湾統計（年報）
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２）取扱貨物（内訳）

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業２２．．境港の利用状況境港の利用状況
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（速報値）
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３）コンテナ貨物（全体）

４）コンテナ貨物（内訳）

韓国航路：週３便 中国航路：週２便

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業２２．．境港の利用状況境港の利用状況

出典：境港管理組合資料

[空コンテナ除く]
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コンテナ取扱状況 バルク貨物取扱状況

５）岸壁の利用状況

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業２２．．境港の利用状況境港の利用状況

当該岸壁における主な取扱貨物として、コンテナ貨物や鉄鋼(バルク貨物)が挙げられる
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現有施設の現有施設の
能力不足能力不足

・係留施設数不足

・ふ頭用地不足

・水深不足

工事着手前の境港外港地区

境港背後圏の
産業の発展

取扱貨物量の増加

現有施設

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業３３．．境港の課題境港の課題

輸送形態の変化
（コンテナ化等）

課題課題

水深7.5ｍ
延長130m

水深10ｍ
延長185m

水深13ｍ
延長270m

水深7.5ｍ
延長260m

水深9ｍ
延長370m
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外港地区多目的国際ターミナルの整備外港地区多目的国際ターミナルの整備

境港における輸送形態の変化（コンテナ化等）及び取扱貨物
量の増加により、係留施設数、水深及び用地等の能力不足
が生じていることから、外貿コンテナ輸送の拡大に対応した
港湾施設の整備により、輸送コストの削減を図るとともに地域
経済や地元産業の発展に寄与する

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業４４．．整備目的・必要性整備目的・必要性
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●事業主体
直轄事業：中国地方整備局
起債事業：境港管理組合

【起債事業】
ふ頭用地[6.0ha]

22億円

【直轄事業】
岸壁[水深14m,延長280m]

55億円

【起債事業】
荷役機械[1基]

5億円

総事業費 [82億円]
整備期間 [H7～H15]

工事着手前

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業５５．．事業概要事業概要
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（速報値）
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多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業６６．．事業効果（評価対象貨物量の設定）事業効果（評価対象貨物量の設定）

利用状況のとおり今後とも貨物量の増加が見込めるが、最新の実績貨物量のうち本プロ
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境港

浜田港

背後
企業

釜山

水島港

境港

背後
企業

上海
香港

輸送費用削減額：6.6億円/年

韓国航路 中国・東南アジア航路

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業６６．．事業効果（コンテナ輸送費用の削減）事業効果（コンテナ輸送費用の削減）

With時のルート Without時のルート

多目的国際ターミナルの整備により、物流機能が効率化され、輸送費用が削減される
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輸送費用削減額：0.2億円/年

インド
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背後
企業

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業６６．．事業効果（鉄鋼事業効果（鉄鋼[[バルクバルク]]輸送費用の削減）輸送費用の削減）

With時のルート Without時のルート

多目的国際ターミナルの整備により、物流機能が効率化され、輸送費用が削減される
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コンテナ貨物：中国・東南アジア航路
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事業全体の効果
181億円
3億円
1億円

185億円
127億円
1億円

128億円
1.4費用便益比(B/C)

総費用(C）
管理運営費
建設費
総便益(B）
残存価値
CO2排出量削減便益
輸送費用削減便益

内容

(35)

(30)

(25)

(20)

(15)

(10)

(5)
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便
益

(B
)

初期投資・更新投資
管理運営費
便益
事業費現在価値
便益現在価値

事業期間 完成後の評価期間(50年)

ガントリークレーン再設置費

供用開始(H16)(億円）

残存価値を含む
事業全体における便益

事業費

実績値での便益
H19実績値を元に便益算定

費用対効果分析の結果、純現在価値（B-C）が５７億円、
費用便益比（B/C）が１．４となり、十分な投資効果がある
ことが確認された。

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。

※本表中の額は、平成21年度を基準年として現在価値化した後のものである。

管理運営費

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業７７．．投資効果投資効果

１２８億円総費用（C)

１８５億円総便益（B）

３億円ＣＯ2排出量削減便益

１億円管理運営費

１８１億円輸送費用削減便益

１億円残存価値

１．４費用便益比（Ｂ／Ｃ）

１２７億円建設費

事業全体の評価内容
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①費用対効果分析の算定基礎となった要因（費用、施設の利用状況、事業期間等）の変化

◇取扱貨物量
計画時 187千トン/年 → H19実績 151千トン/年

【対応方針（案）】

②事業の効果の発現状況

◇多目的国際ターミナルの整備により、境港における貨物取扱能力が増強され貨物の取扱い
が効率化するとともに、コンテナ貨物等の輸送コスト削減、陸上輸送距離短縮に伴う自動車
排出ガス(CO2、NOX)削減など、十分な事業効果を発現している。

③事業実施による環境の変化

◇特になし

④社会経済情勢の変化

◇H16.10 江島大橋開通
◇H18.10,11 対北朝鮮の経済制裁措置発動

境港外港地区境港外港地区
多目的国際ターミナル整備事業多目的国際ターミナル整備事業７７．．今後の対応方針今後の対応方針((案案))

◇上記①～④の視点から、本事業は十分な事業効果を発現しており、今後も境港のコンテナ貨物等を取
り扱う拠点施設として利用が見込まれることから、改めて事後評価を実施する必要はない。

◇また、事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、改善措置の必要はない。
◇同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性はない。

1
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境港外港地区多目的国際タ－ミナル整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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